
平成２６年度
自己評価・学校関係者評価　報告書

1／11

鶴ヶ島市立新町 小学校

領域 対象 質問項目

教
職
員

　学校は、学校教育
目標や教育方針を作
成するに当たり、保
護者や地域の実態・
ニーズを踏まえて設
定している。

評価結
果につ
いての
分析・
課題

生
　
徒

課題解
決への
方策

保
護
者

　学校は、保護者の
ニーズをとらえて学
校教育目標や教育方
針を設定している。

地
　
域

　学校は、地域の声
を反映して学校教育
目標や教育方針を設
定している。

学
校
教
育
目
標
・
教
育
方
針
　
①

　児童の実態や家庭・地域の思いや願いを踏まえ
た上で設定した学校教育目標や学校経営方針は、
教職員をはじめや保護者、地域の方々にも理解し
ていただいている。その上で、家庭・地域の協力
を得ながら、めざす学校像「一人一人が輝き、確
かな学力が獲得できる学校」を掲げ、学校教育を
推進している。

　評価結果：①そう思う　②だいたいそう思う　③あまりそう思わない
　　　　　　④そう思わない　⑤わからない・無答

評価結果 評価・考察

　今後も保護者・地域からの意見、要望等を真摯
に受け止め、課題の解決に向けた取り組みを進め
るとともに学校、家庭・地域が一体となった教育
活動を展開していく。

学校関
係者評
価委員
会によ
る評価

　学校は、家庭や地域からの意見、要望等に応え
る取り組みを行っていると考える。今後も、保護
者・地域との連携を図りながら教育活動を推進し
てほしい。
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鶴ヶ島市立新町 小学校

領域 対象 質問項目

　評価結果：①そう思う　②だいたいそう思う　③あまりそう思わない
　　　　　　④そう思わない　⑤わからない・無答

評価結果 評価・考察

教
職
員

　学校は、学校教育
目標や教育方針を、
保護者や地域住民に
広く周知している。

評価結
果につ
いての
分析・
課題

生
　
徒

　私は、学校教育目
標を知っている。

課題解
決への
方策

保
護
者

　学校の教育目標や
教育方針について、
プリントで読んだり
説明を受けたりした
ことがある。

地
　
域

　学校の教育目標や
教育方針について、
プリントで読んだり
説明を受けたりした
ことがある。

学
校
教
育
目
標
・
教
育
方
針
　
②

　全教育活動を通して、学校教育目標の具現化を
図る取り組みを進めてきた。また、様々な機会を
とらえて保護者や地域の方々に学校教育目標を周
知するよう努めた。「学校教育目標を知ってい
る」と答えた児童も年々増え、定着が図られてき
た。

　今後も保護者会や学校公開日をはじめ、学校行
事や学校だより、ＨＰなど様々な機会を活用し
て、周知徹底していきたい。

学校関
係者評
価委員
会によ
る評価

　学校だよりやホームページに常掲されているこ
とにより、年々周知されていると考える。今後も
学校教育目標の具現化をめざし、継続した教育活
動を展開し、機会を捉えて家庭・地域への周知を
図ってほしい。
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鶴ヶ島市立新町 小学校

領域 対象 質問項目

　評価結果：①そう思う　②だいたいそう思う　③あまりそう思わない
　　　　　　④そう思わない　⑤わからない・無答

評価結果 評価・考察

教
職
員

　教職員は、わかり
やすく工夫した授業
を行っている。

評価結
果につ
いての
分析・
課題

生
　
徒

　先生方は、わかり
やすく工夫した授業
をしている。

課題解
決への
方策

保
護
者

地
　
域

教
育
課
程
・
学
習
指
導
　
③

　教職員は、児童が「分かった」「できた」喜び
を実感できる授業を目指し、日々の教材研究を深
めている。昨年度に続き協同学習を取り入れ、児
童相互の学び合いの学習を全校で進めたところ、
成果も見られてきた。教職員、児童ともに評価は
良好である。

　さらに児童の確かな学力を定着させるため、課
題を解決するために指導法の工夫改善を進め、よ
りわかりやすい授業を展開していく。

学校関
係者評
価委員
会によ
る評価

　具体物等を使って授業を進めるなど、工夫して
いる様子が見られるため、学習していることが子
どもたちにとってわかりやすくなっている。今後
も、どの子にもわかる授業を展開していってほし
い。
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鶴ヶ島市立新町 小学校

領域 対象 質問項目

　評価結果：①そう思う　②だいたいそう思う　③あまりそう思わない
　　　　　　④そう思わない　⑤わからない・無答

評価結果 評価・考察

教
職
員

　児童は、授業中話
をよく聞き、落ち着
いた態度で学習して
いる。

評価結
果につ
いての
分析・
課題

生
　
徒

　私は、授業中話を
よく聞き、落ち着い
た態度で学習してい
る。

課題解
決への
方策

保
護
者

　児童は、授業中人
の話をよく聞き、落
ち着いた態度で学習
している。

地
　
域

　児童は、授業中人
の話をよく聞き、落
ち着いた態度で学習
している。

教
育
課
程
・
学
習
指
導
　
④

　学習規律が確立され、教職員や児童をはじめ保
護者も学校全体が落ち着いた雰囲気の中で授業が
行われていると捉えている。児童個々を理解し、
指導・支援を引き続き行っていく必要がある。

　今後も全体で、チャイム着席や次の時間の準備
をしてから休み時間にする等、学習のきまりを守
るよう指導し、基礎的な学習規律の徹底を図りた
い。

学校関
係者評
価委員
会によ
る評価

　授業参観を通して、児童が落ち着いて真剣に学
習していると感じる。今後も、学習に集中して取
り組めるよう指導してほしい。
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鶴ヶ島市立新町 小学校

領域 対象 質問項目

　評価結果：①そう思う　②だいたいそう思う　③あまりそう思わない
　　　　　　④そう思わない　⑤わからない・無答

評価結果 評価・考察

教
職
員

　教職員は、児童の
問題行動等に対し
て、組織的に、毅然
とした態度で対応し
ている。

評価結
果につ
いての
分析・
課題

生
　
徒

　先生方は、いじめ
やトラブルなどの問
題に対して、きちん
と指導してくれる。

課題解
決への
方策

保
護
者

　教職員は、児童が
学校の決まりや集団
生活・社会生活での
ルールやマナーなど
が守れるよう指導し
ている。

地
　
域

生
徒
指
導
・
規
律
あ
る
態
度
　
⑤

　問題行動に対して、ほとんどの児童、保護者が
教職員の対応について高く評価している。生徒指
導委員会や悩み事相談週間など学校全体で問題を
共有し、組織的に対応している成果が表れてきた
と考える。さらに「そうは思わない」と回答して
いる児童や保護者の意見を真摯に受け止め、改善
を図る必要がある。

　今後も教育相談体制の充実を図り、児童一人一
人を大切にした取り組みを継続し、家庭との連携
を深め、いじめやトラブル等の早期発見、早期解
決を図っていく。

学校関
係者評
価委員
会によ
る評価

　児童が安心して学校生活を送ることができるよ
ういじめアンケート、悩み事調査を実施してほし
い。組織的な対応など、取り組みを継続してほし
い。
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鶴ヶ島市立新町 小学校

領域 対象 質問項目

　評価結果：①そう思う　②だいたいそう思う　③あまりそう思わない
　　　　　　④そう思わない　⑤わからない・無答

評価結果 評価・考察

教
職
員

　児童は、学校の決
まりを守り、学校生
活を送っている。

評価結
果につ
いての
分析・
課題

生
　
徒

　私は学校のきまり
を守り、学校生活を
送っている。

課題解
決への
方策

保
護
者

　児童は、学校のき
まりを守り、学校生
活を送っている。

地
　
域

　児童は、学校のき
まりを守り、学校生
活を送っている。

生
徒
指
導
・
規
律
あ
る
態
度
　
⑥

　全職員が共通理解、共通行動により規律ある態
度の育成に取り組んだ。また、問題がある児童に
は、適切な指導に努めてきた。さらに、「新町小
よい子のやくそく」について家庭との連携を図っ
た。その成果が表れてきている。

　今後も教職員が一体となって取り組むととも
に、特に道徳や学級活動の指導の充実を図り、児
童の主体性を伸ばしていきたい。また、よく努力
している児童を認め、全体に広めるよう働きかけ
ていきたい。

学校関
係者評
価委員
会によ
る評価

　今後も、共通理解・共通行動を念頭に、落ち着
いた雰囲気を継続してほしい。
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領域 対象 質問項目

　評価結果：①そう思う　②だいたいそう思う　③あまりそう思わない
　　　　　　④そう思わない　⑤わからない・無答

評価結果 評価・考察

教
職
員

　児童は校内ですす
んであいさつをして
いる。

評価結
果につ
いての
分析・
課題

生
　
徒

　私は、すすんであ
いさつをしている。

課題解
決への
方策

保
護
者

　児童は、家族や近
所の人にすすんであ
いさつをしている。

地
　
域

　児童は、地域の人
にすすんであいさつ
をしている。

生
徒
指
導
・
規
律
あ
る
態
度
　
⑦

　今年度も目指す児童像に「あいさつ」を中心に
位置づけ、年間を通して指導を行った。課題で
あった来校者や地域の方への挨拶も徐々に取り組
む姿勢が身に付いてきた。しかし、まだまだ不十
分であり、今後も指導を継続していく必要があ
る。

　「いつでも、どこでも、誰にでも」を合い言葉
に、家庭や地域と連携した取組を継続していく。

学校関
係者評
価委員
会によ
る評価

　地域での児童は全体的によくあいさつしている
が、子どもどおしであいさつができるとよい。ま
た、横断させてくれた運転手へのあいさつもでき
るとよい。今後も気持ちが通じ合うあいさつがで
きるよう指導をお願いしたい。
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領域 対象 質問項目

　評価結果：①そう思う　②だいたいそう思う　③あまりそう思わない
　　　　　　④そう思わない　⑤わからない・無答

評価結果 評価・考察

教
職
員

　学校は、登下校時
の交通安全・不審者
対策に関わる安全対
策に取り組んでい
る。

評価結
果につ
いての
分析・
課題

生
　
徒

　安全に、安心して
登下校できる。

課題解
決への
方策

保
護
者

　学校は、保護者・
地域住民と協力し
て、登下校の交通安
全・不審者対策に関
わる安全対策に取り
組んでいる。

地
　
域

　学校は、保護者・
地域住民と協力し
て、登下校の交通安
全・不審者対策に関
わる安全対策に取り
組んでいる。

安
　
　
　
　
全
　
⑧

　全職員が組織的、計画的に安全指導や安全対策
に取り組んでいる。また、学校応援団やスクール
ガードリーダー、保護者の方々の協力による安
心、安全への支援を継続している。児童や保護者
が安心して登下校できるように、安全マップ等の
見直しを図りたい。

　今後も学校、家庭・地域が一体となって安全対
策に取り組んでいく。また、児童自身で危険の回
避ができるように交通安全教室、防犯教室の実施
をはじめ、年間計画に沿って安全指導を行ってい
く。

学校関
係者評
価委員
会によ
る評価

　学校と家庭、地域が一体となって児童の安全を
見守る体制ができてきているが、不審者情報等を
自治会へも連絡してほしい。パトロールなど協力
していきたい。通学路以外の道を通って帰る子ど
もが見られるので、指導を徹底してほしい。
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領域 対象 質問項目

　評価結果：①そう思う　②だいたいそう思う　③あまりそう思わない
　　　　　　④そう思わない　⑤わからない・無答

評価結果 評価・考察

教
職
員

　学校は、情報を積
極的に発信し、地域
に根ざした、開かれ
た学校づくりに努め
ている。

評価結
果につ
いての
分析・
課題

生
　
徒

課題解
決への
方策

保
護
者

　学校は、情報を積
極的に発信し、地域
に根ざした、開かれ
た学校づくりに努め
ている。

地
　
域

　学校は、情報を積
極的に発信し、地域
に根ざした、開かれ
た学校づくりに努め
ている。

保
護
者
・
地
域
と
の
連
携
　
⑨

　基本的には、いつでも学校公開であり児童の様子を通
して開かれた学校づくりに努めた。また、計画的に学校
公開日を設定したり、行事等では地域の方にも参加を呼
びかけている。学校だよりをはじめ、学年だより、保健
だより等を発行し、積極的に学校での様子や取組を発信
してきた。また、学校のホームページを適宜更新し最新
の情報を発信した。
　西中との連携の様子について掲示資料を作成し、児
童、保護者にも活動の一端を紹介した。

　今後も様々な情報を積極的に発信し、保護者、
地域に開かれた学校づくりを推進していく。

学校関
係者評
価委員
会によ
る評価

　情報の発信については、学校だより、ホーム
ページ、学校行事等からもよく取り組んでいると
考える。今後も開かれた学校づくりに努めてほし
い。
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鶴ヶ島市立新町 小学校

領域 対象 質問項目

　評価結果：①そう思う　②だいたいそう思う　③あまりそう思わない
　　　　　　④そう思わない　⑤わからない・無答

評価結果 評価・考察

教
職
員

　学校は、保護者・
地域住民などの地域
人材を教育活動に活
用している。

評価結
果につ
いての
分析・
課題

生
　
徒

課題解
決への
方策

保
護
者

　学校は、保護者・
地域住民などの地域
人材を教育活動に活
用している。

地
　
域

　学校は、保護者・
地域住民などの地域
人材を教育活動に活
用している。

保
護
者
・
地
域
と
の
連
携
　
⑩

　学校応援団を中心に多くの方に、様々な行事や
教育活動の協力をいただいた。特に学校応援団の
協力は年間を通して計画的に実施し、児童の支援
体制が整ってきている。また、公民館サークル、
鶴ヶ島文化財、敬老会と交流を行った。あたご保
育園、笹久保さくら保育園、鶴ヶ島白百合幼稚園
と授業交流や交流給食会等を行った。

　今後も計画的に協力をいただき、さらに、教育
活動を充実させていきたい。

学校関
係者評
価委員
会によ
る評価

　学校は、学校応援団等地域の人材をよく活用し
ている。今後もコーディネーターを中心に継続し
た取組を進めてほしい。
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鶴ヶ島市立新町 小学校

領域 対象 質問項目

　評価結果：①そう思う　②だいたいそう思う　③あまりそう思わない
　　　　　　④そう思わない　⑤わからない・無答

評価結果 評価・考察

教
職
員

　学校は、清掃活動
や掲示教育に力を入
れるなど、組織的に
環境美化に努めてい
る。

評価結
果につ
いての
分析・
課題

生
　
徒

　私は学校をきれい
にしようと心がけ、
清掃をしている。

課題解
決への
方策

保
護
者

　学校は、清掃活動
や掲示教育に力を入
れ、環境美化に努め
ている。

地
　
域

　学校は、清掃活動
や掲示教育に力を入
れ、環境美化に努め
ている。

学
　
校
　
環
　
境
　
⑪

　日々の清掃活動では「黙って清掃」に取り組
み、徐々に成果となって表れてきている。
　親子除草や夏期休業中の清掃作業、計画的な花
壇の整備など清掃活動や環境美化に努めている。
今年度も緑のカーテンの取り組みも継続して行っ
た。また、新町ギャラリーの設置や各校舎の掲示
板の国語コーナーなど掲示教育の充実も図った。

　今後も学校環境整備を計画的に実施していく。

学校関
係者評
価委員
会によ
る評価

　掲示物がきれいに貼られている。環境整備され
ている。今後も継続して環境美化に努めてほし
い。
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